
番号 質問 回答

No.1 窓口の整備にあたり補助金を利用したい。

「観光案内窓口整備支援補助金」が利用できます。

申請の手引きをご一読いただき、申請書類を入手してください。
手続きをスムーズに行うために、申請書の提出前に下記問合せ先まで事前相談頂けますと幸いです。
（手引き・申請書類等：https://www.tcvb.or.jp/jp/news/16091301.html）

＜問合せ先＞
公益財団法人東京観光財団　総務部　観光情報課
電話： 03-5579-2681
メール： madoguchi@tcvb.or.jp

No.2 補助金の申請を２回に分けてもよいか。
申請は１窓口あたり１回のみ可能です。LAN環境工事や什器購入等、複数の取組がある場合にはまとめて申請し
てください。

No.3 既に着手している事業についても補助金の対象となるか。
財団から補助金の交付決定を受ける前に開始した事業に係る経費は補助対象とはなりません。必ず、財団からの
交付決定を受けてから、発注、契約等をするようにしてください。

No.4
交付決定後、実際に補助事業を進める中で、取組内容に変更が
生じた場合はどうなるか。

交付決定後に、事業の内容・費用等に変更があった場合、事業着手前に財団へ変更承認申請書を提出し、承認
を受けてください。
変更承認申請書の提出がない場合、変更に係る補助事業の補助金を受け取れないことがあります。軽微な変更
と考えられる場合や金額の変更がない場合においても必ず事前にお知らせください。

No.5
デジタルサイネージの設置にあたり、電源工事やLAN工事が必要
となる。これも補助金の対象となるか。

補助金の対象となります。
ただし、No.3に記載のとおり、財団の交付決定を受けてからの工事事業者等へ発注、契約等という流れになります
ので、ご注意ください。

No.6
デジタルサイネージの設置にあたり、電源工事やLAN工事を事前
に完了してしまったが、補助金の申請は可能か。

No.3に記載のとおり、財団の交付決定前に完了してしまった事業、既に開始している事業は補助対象とはなりませ
ん。

No.7 他の補助金との併用は可能か。

国及び地方公共団体等の補助制度の対象となった事業は原則として当補助金の補助対象とはなりません。
ただし、観光庁が実施する「訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業費補助金」または観光案内所の整備
運営に関する区市町村の補助金（※）の対象となった事業は補助対象とします。

（※）観光案内所の整備運営に関する区市町村の補助金に、財団の「区市町村観光インフラ整備支援補助金」が
交付されている場合は補助対象とはなりません。

No.8
旅行者の手荷物を預かるための環境整備（ロッカーの設置等）は
補助金の対象となるか。

補助金の対象となります。
ただし、預かり料金徴収のための設備（精算機等）の設置に係る費用は補助対象外となります。

No.9 コインロッカー（コイン返却式）の設置は補助金の対象となるか。
コイン返却式であれば、コイン投入部分の機構は、預かり料金徴収のための設備にはあたらないので、補助金の
対象となります。

観光案内窓口整備支援補助金　よくある質問


